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悔しい お疲れさま ありがとう 

                         校長 釼持 利行 

少し遅くなりましたが、新年あけましておめでとうございます。「１年の計は元旦にあり」とい

いますが、各ご家庭では､それぞれに新たな抱負や目標をもって新しい年をスタートされたこ

とと思います。子どもたちも新しい年を迎え、新しい気持ちとともに決意も新たに、３学期をス

タートすることができました。 

さて、昨年の１２月に開催されたサッカーワールドカップカタール大会。日本は決勝トーナメ

ント１回戦で前回大会準優勝のクロアチアと対戦し、ペナルティーキック戦の末に敗れ、ベスト

16で大会を終えました。しかし、日本は 1次リーグで優勝経験のあるドイツやスペインにいず

れも2対 1で逆転勝ち、国内外で選手たちへの健闘をたたえる声が聞こえてきました。そして、

本当に国民みんなを元気づけてくれた出来事でした。日本サッカー協会がシンボルマークと

している「八咫烏（やたがらす）」。〔「古事記」にある八咫烏とは神武天皇が東征の際に熊野

で道案内をした三本の足を持つカラスのこと。三本の足は天・地・人を表していると伝わる〕 

シンボルマークとして採用されたのは、1932(昭和６)年というか

ら１００年近くの歴史がある。諸説はあるが、日本サッカーの歴史

は、霞が関の文部科学省のあたりにあった工部省工学寮（現在の

東大工学部部の前進の

一つ）で１８７０年に始ま

ったとも伝わる。英国人

技師から手ほどきを受

け、ボールをうまく扱えない学生たちを想像してみ

てください。そこから日本サッカーは世界を目指す

旅に出たのではないでしょうか。ここまで、約１５０年

の旅。八咫烏は、道案内はなるほど正確だが、慎重

に前に進むタイプのようです。今大会、強豪ドイツ

とスペインを破った日本。かつての低迷期を思えば、

頬をつねりたくなるような出来事だが、それでもベ

スト８の壁を破るのはまだ早いということなのか。八

咫烏の旅はやがて子どもたちに引き継がれる。夢

を繋げることの大切を改めて知ることができた大会

でした。   『悔しい お疲れさま ありがとう』 

港区立高松中学校 学校だより<第９号> 

令和５年１月１３日 校長 釼持 利行 



             ～ 全校道徳 ～             

  ～ ２年 手話を知ろう ～   

1２/１４（水）港区保健福祉支援

部障害支援係の方々に協力し

ていただき、講師をお招きして

実施しすることができました。障

害者の理解と学んだことを日常 

生活に生かすための体験をしました。 

          ～ 2 年生から 3 年生へ ～          

1２/２３（金）第 2 学期終業式、この日を最後に、       そして、令和 5 年 1 月 10 日（火）第 3 学期始業式では、 

3 年生が高松中学校校歌の指揮と伴奏を担当しました。  バトンを引き継いで 2 年生が担当しました。 

 

 

 

 

 

         ～ 高松中学校 生徒の活躍 ～         

◇港区バドミントン冬季大会      男子ダブルス  第１位・２位・３位 

◇港区バスケットボール新人大会   男子の部     第３位 

◇税についての作文 

【作文】  芝納税貯蓄組合連合会  会長賞  入選  ３年 〇〇 〇〇 

【標語】  芝間税会                  入選  ３年 〇〇 〇〇       

◇MINATO シティハーフマラソン 2022 ボランティア               「区長と区政を語る会の様子」 

 【給水】  １年 〇〇 〇〇・２年 〇〇〇 〇〇〇〇 

 【給水】  １年 〇〇 〇〇・１年 〇〇〇 〇〇〇・３年 〇〇 〇〇・３年 〇〇 〇〇 

◇区長と区政を語る会 

 【テーマ ： かわりゆく高輪のまち ～若者と語る高輪の未来～】 

 発表者  ３年 〇〇 〇〇・３年 〇〇 〇〇 

  ～ ３年 音楽鑑賞教室 ～   

１２/６（火）サントリーホール（大 

ホール）に於いて、東京フィル 

ハーモニー交響楽団の演奏に 

よる歌劇「カルメン」の前奏曲に 

始まり、最後のスター・ウォーズ 

まで、生の演奏に触れる貴重な体験ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1２/1７（土）１年に１回、全校生徒が体育館に集まって行う「全校道徳」を行いました。今年のテーマは、「臓器移植 

に関わる仕組みや実態を学び、ドナーや提供者の話に触れ、生命の尊さについて考える。」です。１つのテーマを全 

校生徒で考える良い機会になりました。 

 

 

 

 


